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1. - 般 演 題

1)高度保拍Tj破壊を示 した PSS に malignant

lymphoma を合併 した 且剖検例

高橋知香千･村沢 章

･ : ･ ..;.･ .A.

小沢 哲夫 ( 同 内科)

菊地 正俊書佐藤健比呂 (新潟大学第二内科)

手指に,ムテラ.ソス様の高度骨破壊を示した,全身性

皮膚硬化症 (p§s)の1例 く59才,女性)を経験した.

本例は曹 29才頃から,RA として治療を受け,昭和62

午,当F,Lt入院時,足跡満場,肺線維症.峠下困難.また.

南上廉,股関節周辺など全身性に,高度な-イドロキシ

アパタイトの番横が認められた. さらに抗核抗体, 疏

Scト70抗体などの各種自記抗体が陽性で,白血球減少

(主にuソバ球),肝牌腰を伴うなど,多彩な臨床症状を

呈した.1989年10円.肺感染をくL)返 Lた後,肺出血

にて死亡 剖検時.iit朋相打こ,mこllignant恒11PllOmLl

の合併がみられ 寒例の診断とともにナlymphomaの

原発風 発現時臥 さと､一に PSSLL-_mLd)lgnこIntdisease

との関連などについて検討した,

21SLEに伴った livedoidovasculitisの
且例

風間 降 ･野本 重敏
佐藤 良夫 (新潟大学皮膚科)

25歳乳 家族歴.既往歴に特記すべきことなし.昭和

58年をこ蝶塾紅斑を認めるようをこなり,昭和59年当料を受

診した.Sl_一E と診断 しゾしト二ゾrlン 30mgで治療

を開始した.以後､佐渡総合病院皮膚科で経過観察 して

いた.昭和61年に手背,足底,顔面に,不隊形小白斑が

発生し,昭和62年i二は下腿,軽部.足底iこ濃塙を認める

ようにたった. --/しドニゾ｢,ン20mgに増最しても改

善しないため当村を緯介された.徽面.四肢.上背部に

不整形で白色陥Iul性局面で.そLI.)問辺に亡紬血管の拡張

773

を伴･"),いわゆる atrophiebla11Cheを認めた.下腿前

面､足底の atropieblこIIleheには.~~F掘れ状の潤癌を伴-･.-

ていた.組織では少数の好中球浸潤を伴･'1が核唾を認め

ず,主な変化は爵皮金轡のか血管の血栓形成であった.

ブLドニイー7ン 4()mgiこ増量しても寛骨症状は改善し

ないたれ 'TJ'Lくどりン 20mg.塩酸+ウrlビ.i-:ンL)OO

mg.ごLI:1)すモー一･′L150mgIt_,併用した上ころ,潰覇

(･T)1二皮化をふたが atrophieblこInCheLTl変化は認Lt7)i､'れ

なかった.

3)ブシラミンによる膜性腎症を認入t)た慢件関
節 リウマチLT~15例

か沢 哲夫 (警要撃撃品晶マテ)
l'T再 英雛 ･古木 熊
川申 降明 ･高橋知香J'･
中園 清 8村沢 章 (同 整形外科)
本間 智千 ･菊地 l卜僅
佐藤健比L-,I.･中野 lt:.明
荒川 正昭 (新潟大学第二内科)

対象 :ブシラミソ (BCL)使済車をこ持続性蛋白尿を

認めた慢性関節 リウマチ 凍A)患者5例について,臨

床像上関組織所見を検討した.結果:尿所ら封土蛋白尿が

主体 (0.3-3.0g/日以上)で,持続性の血尿 (毎視野

5個以上)を認めた症例は l例のみであった.定期的に

尿検査を施行Lていた4例では,lうCL開始か1､-､蛋自尿

出現までの期間は平均約4カ月で,BCLの通算使周農

は~fL-均 21.3gし10.5-･38.6gトでふ-.-,た.腎生検f升兄で

は,5例とも糸球体基底膜の膜性変化が主体であった.

2.0g･Hl:人l_I_Lj)蛋白尿を認めた2例に対して.プレト二

明な尿蛋白の減少を認め,尿所見は正常化した.しかし,

蛋白尿消失後,2｢恒】以上経過して行った再生検でも,

膜性変化は残存していた.スナロ1'卜を増量しなか-I,た

二日町よ.平成2年6月の時点では蛋白尿が持続 している

(観察期間2-1Oカ月).結語 :BCLiこよる腎障書は膜

性腎症が主体で,ステロイド療法が有効と考えられた,

今回の5例は.RA の活動性に対しては BCl,が奏功

しており,今後は使用量(')再考など,副作用を生じない

ための工夫が重要と考えられた.


